
今後の取組

実現に向けた取組

コロナ収束後の社会情勢の変化や同施設の状況等を考慮し，事業者公募で検討していた宿泊機能や集客機能等はも
とより，経済界が求める複合型コンベンション施設や，⿅児島市が今後検討するまちづくりの具体的⽅向性なども念頭に
置いて，グランドデザインの開発コンセプトに基づき検討

まずは，同エリア内に，スポーツ利⽤に加え，コンサート・イベント，コンベンション，展⽰会などに利⽤できる多⽬的な交
流機能を有するスポーツ・コンベンションセンターを整備

「コンベンション・展⽰機能を備える施設の整備可能性調査」の結果は，現在は，新型コロナウイルスの影響で，今後，実際
に会場に参加者が集まるコンベンションがどの程度増えるか予測が難しい状況にあり，現時点では，スポーツ・コンベンションセン
ターの機能を最大限活⽤することが最善であるとしている

このような中，今後の本港区エリアまちづくりについて，県議会や県⺠の皆様，経済団体を中⼼に，会議場，宴会場，展
⽰場，ホテルなどを一体化した複合型コンベンション施設整備の御要望や観光振興に寄与する施設整備が必要などの御意
⾒，また，⿅児島市や関係団体等との連携強化など，様々な御意⾒をいただいたところ

また，本港区エリア全体の将来像については，関係機関・団体と緊密に連携しながら，様々な社会経済情勢の変化を
踏まえ，まちづくりと一体となった港湾計画の⾒直しの必要性も含め，検討


